
174 ୈ₆ষ　࿈ࣄܞ業の֓ཁ

ୈ 1અ　事ۀの概要

₁ʵ₁　事ۀの成り立ち
防ࡂ・活用整備事ۀは保存活用ܭը（2022（ྩ࿨₄）
年₅݄）で策定した方針をもとに、防ܭࡂըにؔする事
施設整ࡂ等防ࡒๅ重要文化ࠃはʮ（ۀ事ࡂ以下、防）ۀ
備අ補ॿ金ʯ、ެ։・活用にؔする事ۀ（以下、活用事
අ補ॿ（ۀ点整備事ڌޫ؍）ۀ活用事ݯࢿはʮ文化（ۀ
金ʯのަ付をडけ、࣮施したɻまた、上記事ۀの補ॿ対
৅外となる内༰をܰ井୔ொの単අ事ۀで࣮施したɻ

₁ʵ₂　事ۀ概要
防災事業
旧三笠ホテルは内装・外装ともに木材を多用した木造
建築であり、೩ম性がۃめて高いɻまた、小屋組内部は
ִ壁等で区ըされておらず、内装も漆喰壁と煉瓦造の煙
突以外は大半が木材で仕上げられており、内部でग़火が
あった場合には火ࡂが೩え޿がるݥة性が高いɻまた、
ެ設消防ୂの౸着までには10ʙ15分ఔ度要するため、本
格消火活動の։࢝時には火ࡂ੝期をܴえていることもߟ
えられるɻそのため、旧三笠ホテルでは火ൃࡂ生の༧防
（ग़火防止）、ૣ期֮知、初期消火による火ࡂ௟圧に重点
を置き、防ࡂ設備のܭըを行ったɻ
なお、消防法上の旧三笠ホテルは、所׋消防ॺとٞڠ
のうえ、Τレϕーター・トイレ棟を含む全体を消防法施
行ྩ別表₁の（17）߲に規定される防火対৅物としてい

第₆章　連携事業の概要
るが、整備後の活用ܭըにあわせて、カフェおよびਥ๪
の用్に࢖用する部屋には（₃）߲、ϛューδアムシϣ
ップとして利用する部屋には（₄）߲の規定をݸ別にద
用しているɻまた、消火ポンプ室は（15）߲となるɻ
活用事業
保存活用ܭըで定めたʮԟ時のง囲気を来ؗऀが体感
できる文化ࡒ建造物ʯとして活用する基本方針に基ͮき、
旧三笠ホテル内および敷地内の整備を行った（ୈ₃ষୈ
₅અç活用方針と活用ܭըҊࢀ照）ɻ
ܰ井୔ޫ؍のڌ点施設とす΂く、ؗ内の空調؀境の改
善、バリアフリー化、లࣔΤリアのリニューアルの΄か、
来ؗऀが腰を落ち着けて଺在できる場としてカフェ・ਥ
๪の整備、施設管理ऀのためのスタッフ߇室等の設置を
行ったɻまた、保存修理工事を機に敷地全体の動線ܭը
や活用方法、植࠿の配置などを見直し、文化ࡒ建造物の
保存と活用に配ྀした外構整備を行ったɻ
ொ୯අ事業
トイレや障がいऀ等用ற車場の整備、ٛ຿設置となる
新築部分の防ࡂ設備機器などの補ॿ対৅外となる工事や、
植࠿工事の地被植物をは͡めとして施設管理上、୹期間
のうちに手を加えたり変更したりする可能性のあるもの
にͭいてはܰ井୔ொの単අ事ۀで࣮施したɻまた、₃ͭ
の事ۀのうち₂ͭ以上の事ۀの用్で部材や設備等をڞ
有するものにͭいては、事ۀのෳࡶ化を防͙ためொ単අ
事ۀにܭ上したɻ

ਤ6ô1ô1　旧三笠ホテル正面からみる（ॡ工）
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₁ʵ₃　工　　事
本事ۀ（防ࡂ事ۀ、活用事ۀ、ொ単අ事ۀ）は、建築
確認ਃ੥にؔ܎しない旧三笠ホテルの建物内で行う工事
をʮྩ࿨₄年度çࠃ補ç重要文化ࡒ・旧三笠ホテル屋内防
ʯ（工事期（設備工事ࡂ以下、屋内防）設備ଞ設置工事ࡂ
間ɿྩ࿨₅年₂݄₃೔ʙྩ࿨⚗年₃݄25೔）、それ以外
をʮྩ࿨₅年度çࠃ補ç重要文化ࡒ・旧三笠ホテル防ࡂ・

活用整備工事ʯ（工事期間ɿྩ࿨₅年12݄21೔ʙྩ࿨⚗
年⚖݄30೔）とし、₂ͭの工事に分けてൃ注を行ったɻ
これは、同一敷地内での増築に൐う法తな整理に時間を
要する一方で、文化ࡒ΁のӨڹを࠷小限に཈えるために、
各छ設備等はฒ行する保存修理工事の工ఔに合わせて設
置する必要があったため、屋内防ࡂ設備工事を先行して
࣮施できるよう工事ൃ注時期を分けたことによるɻ

事業අ（防災事業）

収
入
の
部
（
円
）

区　　分 ૯額 ྩ࿨₄年度 ྩ࿨₅年度 ྩ࿨⚖年度 ྩ࿨⚗年度

ܰ井୔ொෛ୲額 57ó12ÿó000 ûóÿûûó000 3ó619ó000 32ó106ó000 16ó559ó000

長 野 ݝ 補 ॿ 額 3ó6û5ó000 309ó000 231ó000 2ó0û9ó000 1ó056ó000

ࠃ 庫 補 ॿ 額 60ó773ó000 5ó152ó000 3óÿ50ó000 3ûó15ûó000 17ó61ûó000

合 ܭ 121ó5û3ó000 10ó305ó000 7ó700ó000 6ÿó309ó000 35ó229ó000

支
出
の
部
（
円
）

区　　分 ૯額 ྩ࿨₄年度 ྩ࿨₅年度 ྩ࿨⚖年度 ྩ࿨⚗年度

૯ 事 ۀ අ 121ó5û3ó000 10ó305ó000 7ó700ó000 6ÿó309ó000 35ó229ó000

防 ࡂ 工 事 経 අ 107ó679ó000 1ó267ó300 7ó171ó100 65ó53ÿó100 33ó702ó500

設ܭྉ及び؂理ྉ 13óÿû1ó200 9ó030ó900 515ó900 2ó767ó900 1ó526ó500

そ の ଞ の 経 අ 22óÿ00 6óÿ00 13ó000 3ó000 0

事業අ（活用事業）

収
入
の
部
（
円
）

区　　分 ૯額 ྩ࿨₄年度 ྩ࿨₅年度 ྩ࿨⚖年度 ྩ࿨⚗年度

ܰ井୔ொෛ୲額 3ûÿó7û3óÿ00 13ó090ó000 17óÿ09ó000 270ó6ÿûó000 û7ó160óÿ00

長 野 ݝ 補 ॿ 額 1ûóÿ93ó000 ÿ35ó000 1ó136ó000 9ó91ÿó000 3ó00ûó000

ࠃ 庫 補 ॿ 額 132óÿ70ó000 13ó925ó000 1ÿó9û5ó000 50ó000ó000 50ó000ó000

合 ܭ û96ó506óÿ00 27óÿ50ó000 37óÿ90ó000 330ó602ó000 100ó16ûóÿ00

支
出
の
部
（
円
）

区　　分 ૯額 ྩ࿨₄年度 ྩ࿨₅年度 ྩ࿨⚖年度 ྩ࿨⚗年度

૯ 事 ۀ අ û96ó506óÿ00 27óÿ50ó000 37óÿ90ó000 330ó602ó000 100ó16ûóÿ00

活 用 工 事 経 අ û23ó65ûóÿ00 7ó619óÿ00 1ÿó02ûó900 307ó629ó100 90ó3ÿ1ó000

解 આ 整 備 経 අ 33ó759ó000 0 1ÿó221ó700 10ó720ó000 ûóÿ17ó300

設ܭྉ及び؂理ྉ 39ó093ó000 20ó230ó200 1ó6û3óû00 12ó252ó900 ûó966ó500

ਤ6ô1ô2　敷地入口からみる ਤ6ô1ô3　లࣔ室（ྩ࿨の保存修理工ࣄのలࣔ）
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ୈ 2અ　工事の概要
本અでは工事छ別にԊって、࣮施概要を記ड़するɻ防
の別によらず、整ۀの区分けは補ॿ事ۀ�活用事ۀ事ࡂ
備の目తに応͡てまとめたɻ各事ۀにはொ単අ事ۀで࣮
施した工事も含まれるɻ

₂ʵ₁　旧三笠ホテル内の建築工事
₁ɽ防災事業
ᶃඈࢄ防ࢭϑΟϧϜషΓ෇͚
旧三笠ホテルの窓ガラスは非常にബいため、周ล火ࡂ
の೤により窓ガラスが割れ、Ԍが建物内に一気に回り込
み೩え޿がるڪれがあるɻその༧防策として、北西のୈ
一࣍近接建造物（ྡ地ॅ୐）に面する₁、₂階ঁ子便所
等の窓ガラスの内側にෆ೩認定をडけた透明飛散防止フ
ィルムを貼り付けたɻ
ᶄখ屋ཪΩϟοτ΢ΥʔΫͷ設ஔ
小屋裏に設置した設備の点検・更新のため、新たに木
製のΩϟットウΥークを設けたɻΩϟットウΥークの周
囲にはϕースライトを設置し、安全に作ۀをできるよう
配ྀしたɻまた、₂階天井の東西に₁箇所ずͭ小屋裏点
検口を新設したɻ小屋裏には₂階ホールの既設の点検口
を加えた₃ܭ箇所からग़入りが可能である（ୈ₄ষୈ₄
અç図ûôûô5）ɻ

₂ɽ活用事業
ᶃ設備഑؅ԽহΧόʔ・設備഑؅෴屋
旧三笠ホテル北面の外壁₂箇所に設備用のҾ込口を整
備したɻ一ͭは西翼の消火配管のҾ込口として便所前廊
下の突き当りに։口部を設け、雨のྲྀ入等を防͙ための
配管化粧カバーを設けたɻもう一ͭは、電気設備および
活用のためのڅഉ水・空調設備のҾ込口として、スタッ
フ߇室（リビングルーム）の北側に設備配管覆屋を設け
たɻかͭてリビングルームの北面と東面には付ଐ棟が接
続しており、北面壁内にはग़入口の൶枠が残っていたた
め、配線・配管のҾき込みにはこの։口部を利用したɻ
設備配管覆屋の外壁は旧三笠ホテルの意匠にあわせ、同
色の下見板張りとしたɻ
ᶄελοϑࣨ߇
リビングルームを施設管理ऀのスタッフ߇室として整
備したɻ部屋にはࣥ຿スペース、ܜٳ・打合せスペース、
ϛニΩッチン、備品収納୨、ロッカーなどを配置するこ
とを૝定しているɻࢦ定管理ऀの人һ配置がະ確定であ
り、ࠓ後のӡ用にあわせてॊೈに対応できるよう、既存
の床上に޿くOAフロアを設置した（図6ô2ô1）ɻ

スタッフ߇室は管理棟とともに施設管理のڌ点になる
ため、ؗ内の電灯分電盤、端子盤、ࣗ動火ࡂใ知設備の
෭表ࣔ器、火ࡂ通ใઐ用電࿩機、トイレݺग़表ࣔ、₂階
貸室の換気ઔスイッチなどを設置したɻこれらの機器類
は管理の目が行きಧきやすいよう、新設間仕切り壁にま
とめて配置したɻϛニΩッチン北側の൶内は電気設備と
機ց設備のパイプスペースとし、外部からの配管・配線
の取込口や₂階΁の竪配管スペースとして利用したɻ
活用整備に際して設備盤やΤアコンなど重ྔ物の設置
を行うために、既存の床下には補強のための根太を付加
したɻまた、スタッフ߇室にはスタッフが常றすること
になるが、既存の外壁は板張りと漆喰のଞに内外をִて
るものがなく断೤性に๡しいため、ౙ場のྫྷえ込みをܰ
す΂く、保存修理工事にあわせて施工可能な範囲で床ݮ
の根太間と腰下壁の間柱間、天井上にスタイロフΥーム
やグラスウールの充填を行った（図6ô2ô2）ɻ
また、文化ࡒの壁と新設の壁を明確に区別できるよう
にҟなる色としたが、既存仕上色のトーンに合わせるこ
とで、まとまりのある空間となるよう配ྀしたɻ
ᶅΧϑΣ・ਥ๪
₂階の客室ᶺ₁ʙ₄にカフェを設けるにあたり、客室
ᶺ₅、⚖を小規໛なਥ๪とカフェスタッフの߇室として
整備したɻఏڙメニューはコーヒーなどのҿྉとܰ食な
ど、調理ࡁみの食材をԹめ、੝り付けてఏڙするఔ度の
ըを行ったɻܭい方を૝定し࢖
ਥ๪のレイアウト検౼のためにொ内のカフェ事ऀۀ数
ࣾにヒアリングを行ったとこΖ、必要な設備・面積・૝
定するサービスが事ऀۀによって大きくҟなっていたɻ
カフェ事ۀに利用できる面積は限られており、ఏڙ内༰
に見合ったਥ๪設備、客੮数であるかが事ܭۀըに大き
くӨڹすることから、配管・配線、内装仕上げまでを本
事ۀ内で行うܭըを改めたɻ内装は下地まで、設備配管
も床下΁のҾ込までとし、内装やレイアウトのࣗ༝度を
残してҾき渡すܭըとしたɻ
本事ۀではਥ๪でൃ生する࣪気や水気等から文化ࡒを
कりͭͭ、配線・配管ルートを確保するために新設の
床・壁・天井を設置した（図6ô2ô3）ɻ
床はਥ๪設備等による積ࡌՙ重を分散させるために、
既存の床上に合板を敷いてから二重床（OAフロア）を
設ける構成としたɻ壁は転倒防止のため、新たに立てた
柱を既存の壁に取り付けた下地とܨいで設置したɻまた、
部屋の中央には柱を立てないܭըとし、平面のࣗ༝度を
確保したɻ天井は、ਥ๪の主要機器及び換気用天井ઔの
設置が૝定される客室ᶺ₅の一部に設けたɻ天井ઔ用の
ഉ気ガラリは、客室ᶺ₅東面にある上げ下げ窓上部の漆
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喰壁を保存修理工事で復旧しないこととし、その։口を
利用して設けたɻ天井ઔとガラリをͭな͙ダクトは、部
材保ޢのため、既存の天井から吊り下げずに新設天井の
上に固定する方法としたɻなお、壁・天井の仕上げは下
地の石こうボード張りまで、床はOAフロア現しとし、
化粧仕上げや造作は事ऀۀが行うܭըとしたɻまた、ᶺ
₅、⚖を͙ܨ։き戸は内装にӨڹがあるため、取り外し
て保管したɻ

₂ʵ₂　新築部分の建築工事
₁ɽ๏نతͳ੔ཧ
ᶃ建ஙڐՄਃ੥
敷地はୈ一छ௿層ॅډઐ用地域に位置するɻ旧三笠ホ
テルは平成15年の既存トイレ棟および管理棟の整備の際
にʮത物ؗʯとして建築ڐ可をडけていたことから、Τ
レϕーター・トイレ棟および消火ポンプ室の増築にあた
っては、建築基४法ୈûÿ৚ୈ₁߲のただしॻきの規定に
よる建築ڐ可ਃ੥が必要となったɻ周囲はؓ੩な別૳地
であることから、ྡ地境քと見ֶऀ動線の間には؇িଳ
の྘地を޿くとるなど、ྡ地のプライバシーに配ྀした
可をಘたɻڐըとしてܭ
ᶄ建ங֬ೝਃ੥্ͷطଘ౩ͷѻ͍
旧三笠ホテルは法ୈ₃৚ୈ₁߲の規定によりద用除外
となるɻしかし、ෆಛ定多数の利用が૝定される施設で

あるため、新築部分のܭըにあたっては既存建築物とし
て現行法に照らし合わせ、旧三笠ホテルの規໛・仕様を
Ҋした৚݅で検౼を行ったɻצ
Τレϕーター・トイレ棟は渡り廊下をհして旧三笠ホ
テルと接続し、一体తな建築物となるが、構造తには渡
り廊下と新築棟をΤΩスパンシϣンδϣイントで分離し
たɻさらに新築棟を耐火構造とし、渡り廊下との接続部
に防火区ըを設けることで防耐火上も別棟と整理したɻ
建築確認ਃ੥では、構造補強鉄骨を利用した渡り廊下
の取りѻいが՝୊となったɻ本݅においては、構造補強
鉄骨は文化ࡒ建造物を保存するために切り離すことので
きない構造ۥ体であるため、建築基४法上は渡り廊下ま
でを重要文化ࡒとみなすこととなったɻなお、文化ࡒ保
定範囲には֘当ࢦのࡒ法において構造補強鉄骨は文化ޢ
しないɻࠓ後、ଞの文化ࡒ建造物においても補強鉄骨を
利用した活用ܭըが検౼されることが見込まれるが、建
築基४法上の取りѻいにͭいてはݸ別に検౼・൑断がな
されることとࢥわれるɻ

₂ɽΤϨϕʔλʔ・τΠϨ౩
ᶃܭը֓ཁ
新築棟のܭըは、旧三笠ホテル東面の։口部と構造補
強鉄骨を有ޮ活用し、現状変更手続きをせずに旧三笠ホ
テルとΤレϕーターおよび新たな避೉動線となる階段を

ਤ6ô2ô2　スタッフ߇室の整備前状況　腰下壁ʹ断熱材をॆర

ਤ6ô2ô1　スタッフ߇室平面ਤ ਤ6ô2ô3　カフΣਥ๪の整備完了（客室№₆）
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接続することがୈ一৚݅であったɻまた、既存のトイレ
棟は、浄化槽の処理能力ෆ足やオストメイト対応設備の
設置が೉しいことなどの理༝から、解体・撤去のうえ、
あわせて再整備することとしたɻ
ը当初はトイレ棟を別棟とし、構造補強鉄骨のフレܭ
ーム内にΤレϕーターシϟフトを設け、周囲に階段を取
り付けることで増築部のボリュームを小さく཈えるܭը
Ҋが検౼されたɻしかし、Τレϕーターや階段の取り付
けによって部材寸法や部材数が増え、構造補強材として
は過৒になることから、補ॿ事ۀ上の区分がࠔ೉であっ
たɻまた、ক来తに保存活用ܭըや耐震補強ܭըの変更
に対応できる可変性・可ٯ性も必要であることから、補
強鉄骨がडけ持ͭ機能はෳࡶ化しない方針とし、補強鉄
骨とΤレϕーター・階段は分離して検౼することとしたɻ
さらに、旧三笠ホテルから屋外にग़ることなくΤレϕ
ーターとトイレを利用できることが๬ましいため、トイ
レは一体తにܭըした（図6ô2ô6）ɻ
ᶄ഑ஔܭը
Τレϕーター・トイレ棟は、旧三笠ホテルからの؍ܠ
にಛに配ྀして配置したɻ新築棟が近接する東翼には、
₁階に旧三笠ホテルで࠷も޿い部屋であるロビー、₂階
にカフェの客室が位置しているɻロビーは、ホテル時୅
に食ಊやホールとして利用され、॓ധ客がܰ井୔で過ご
す時間を࠼ってきた場所であるɻ整備後は既存のιファ
やカウンターを配置し、ホテルのΤントランスらしい空
間を再現して活用するɻまた、カフェの客室は、٤஡を
ָしみながらΏったりと଺在できる場所となるɻいずれ
も来ؗऀがԟ時のง囲気をຯわうことができる見どこΖ
となる場所であることから、新築棟がこれらの部屋から
の؍ܠに༩えるӨڹを࠷小限にす΂く、南側の外壁面を
大きくセットバックさせ、ロビー東面の煙突より北側に
納めるܭըとしたɻこれにより、敷地入口から見た際に
新築棟が旧三笠ホテルの陰に隠れ、来ؗऀに༩えるୈ一
印৅をै来通りにҡ持することも可能にしたɻ

また、新築棟の北側にはメンテφンススペースを確保
し、旧三笠ホテルの北側壁面ラインにἧえる配置としたɻ
ᶅฏ໘ܭը
旧三笠ホテルはࠨӈ対শを重視した外؍を基調として
いるが、西側に多角形の張りग़しや塔屋を設けて全体の
構成に変化をͭける工෉がڽらされているɻ一方、Τレ
ϕーター・トイレ棟が接続する東側には建築当初からত
࿨後期にかけてෟଐ棟が存在していたが、曳家時に解体
され、修理前は接続口に建具が整備された状ଶであった
（ୈ₅ষୈ₁અࢀ照）ɻ
曳家後の中央廊下は、西側が便所の壁で行き止まりの
ように見えるのに対し、東側は突き当たりの൶のガラス
窓を通して明るい屋外のܠ色を見通すことができたɻ൶
の先にԿも存在しないことが、かͭてԿらかの続きがあ
ったことを༧感させる印৅తなޫܠであったɻそこで、
来ؗऀがԟ時の空間構成を૝起するきっかけとなるよう、
旧三笠ホテルの廊下のԆ長線上には壁を設けないܭըと
し、整備前の透明性のあるऴ端を持ͭ空間構成をҾき継
͙こととした（図6ô2ôû）ɻ
ᶆஅ໘・ཱ໘ܭը
高さや屋根形状は、建築基४法ୈûÿ৚ୈ₁߲のただし
ॻきのڐ可の取りѻい基४によるࣼ線੍限や、ܰ井୔ொ
のࣗ然保ޢ対策要ߝの高さ੍限・屋根形状の੍限にґる
とこΖが大きいɻࣼ線੍限内に納めͭͭ、新築棟の高さ
を可能な限り௿く཈えるために、旧三笠ホテルの階高に
合わせ͟るをಘないΤレϕーターシϟフト部分を࠷高高
さとしてܭըした（図6ô2ô7）ɻ
ਖ਼面となる南面の立面ܭըは、階段室部分をセットバ
ックさせることで、旧三笠ホテルのԜತのある立面に調
子を合わせͭͭ、全体が長大な印৅とならないように配
ྀしたɻまた、南面はΤレϕーターシϟフトに合わせて
高さ方向にも外壁面が大きくなるため、旧三笠ホテルの
腰蛇腹にあわせて上下を分割し、₁階の外壁を後ୀさせ
て一ͭの面を小さくすることで圧ഭ感をܰݮしたɻ建具

ਤ6ô2ô4　₂階中央廊下からエレベーター・トイレ棟をみる（ॡ工） ਤ6ô2ô5　エレベーター・トイレ棟　南立面（ॡ工）
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ਤ6ô2ô7　エレベーター・トイレ棟　南北断面ਤ（ॡ工）
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ਤ6ô2ô6　旧三笠ホテルとエレベーター・トイレ棟　　֤階平面ਤ（ॡ工）
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や目地の切り替え位置には旧三笠ホテルのプロポーシϣ
ンの一部をҾ用して、ҟなる意匠の中にも౷一感のある
外؍となるよう配ྀした（図6ô2ô5）ɻ

₃ɽফՐϙϯϓࣨ
消火ポンプ室は旧三笠ホテルの主要室から目に入りに
くく、かͭ、緊急時に消防車྆が৐り付けることができ
る敷地南東のฮ装路に面した場所に配置したɻ鉄筋コン
クリート造とし、地上に消火ポンプ室、地下に屋内消火
栓用の水槽を設けた（図6ô2ôÿ）ɻ存在を主張せず、周囲
の؍ܠにೃછむようにۃ力コンパクトでシンプルな意匠
とし、明度の௿い色調の仕上げとした（図6ô2ô9）ɻ૽音
対策のため、室内側には吸音材を張り込んだɻ

₂ʵ₃　外構工事
₁ɽ഑ஔܭը
保存修理工事前は石張りのา行ऀ用通路を敷地入口か
ら中央ؔݰに向かって整備していたが、ࠓ回の工事で中
央車寄せ・東翼車寄せが復原されたことから、ؔݰ前ま
で車で৐り付けるԟ時の࢖い方をイメーδできるよう、
建物前面に෯の޿いฮ装路をܭըしたɻこのฮ装路は緊
急時に消防車྆がۦけͭけ、ਝ଎に消火活動を行うため
の車路・空地の໾割も୲うため、大型車྆の通行が可能
な仕様とした（図6ô2ô10）ɻ
シϣップやカフェ、లࣔ室等΁の搬ग़入も同͡ฮ装路
を࢖用するɻ作ۀは։ؗ時間外に行い、時間によるา車
分離を行うܭըであるɻ
保存活用ܭըでは、建造物の大きなಛ௃である外؍を

ਤ6ô2ô8　消火ポンプ室　平面ਤ・断面ਤ（ॡ工）

ਤ6ô2ô9　消火ポンプ室（ॡ工）

ਤ6ô2ô10　消火ポンプ室前から敷地入口をみる（ॡ工）

管理棟

高圧受電
設備

障がい者等用駐車場

重要文化財旧三笠ホテル

エレベーター・トイレ棟

6

N

W E0 105 20(P)1 2

三笠通り

Ǭーȇȋȳǰ
ǨȪǢ

浄化槽盤

浄化槽

受水槽
浴槽遺構

Ǭーȇȋȳǰ
ǨȪǢ

ǲートࡸ᠃ׅ

៻ɲဇǲート

ഩᘍᎍဇǲート

消火ポンプ室

ਤ6ô2ô11　外構ਤ（ॡ工）
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障֐物にःられることなく視認できるように視点場を設
けることとしていたため、中央車寄せਖ਼面のฮ装路を南
側に֦෯して޿場にするܭըとしたɻしかし、工事中に
ཋ室棟のҨ構がग़土したため（ୈ₃અࢀ照）、Ҩ構保ޢ
のためにฮ装路は縮小して整備を行い、南側の視点場の
整備はࠓ後のҨ構の保ޢ・ެ։整備ܭըとあわせて検౼
することとなったɻ

₂ɽऀֶݟͷಈઢܭը
入ୀ場管理および防൜のため、敷地外周部にはメッシ
ュフェンスを設置したɻ敷地΁の入場は有ྉとなるため、
チケットのൢച・確認を行う管理棟前にา行ऀ用ゲート
およびา行ऀୀ場用の回転式ゲートを設置したɻྡ接し
て設けた車྆用ゲートは通常時はดめ切りとし、搬ग़入
車྆や緊急車྆の入場、ஂ体やイϕント時の入ୀ場に利
用する૝定であるɻ
敷地入口には障がいऀ等用ற車場を設けたɻற車場に
は管理棟にͭながるインターホンを設け、必要な場合は
スタッフがհॿすることとしたɻなお、一ൠ車は敷地外
のઐ用ற車場を利用するܭըであるɻ
旧三笠ホテル北側΁の来ؗऀの立ち入りは、安全管理
と防൜上の理༝で੍限するܭըとしているɻ

₃ɽ২ܭ࠿ը
旧三笠ホテルは曳家によって移築された経Ңから、復
原年୅とした大ਖ਼຤期からত࿨初期の外構ܭըの手がか
りは敷地に残されていなかったが、復原年୅ࠒの古写真
からは、明࣏のࠒに植えられた車寄せ廻りのদが大きく
ҭち、前ఉはদྛのような様相をఄしていたことがみて
とれたɻそのため、本事ۀでもদྛの再現を検౼したが、
現在の三笠周ลは当時の原野のような؀境ではなくなっ
ていること、また、দ類、ಛにܰ井୔で多く植ྛされた
カラマπは落葉が屋根や樋にཷまってҡ持管理上のෛ୲
が大きいことなどからద当ではないと൑断したɻしかし、
ホテル時୅からزԿֶతな西༸ఉԂを整備するのではな
く、ܰ井୔らしい気候や風土をָしむためのఉͮくりで
あったことがਪ࡯できたため、本事ۀにおいても現在の
地域の植生にԊった樹木を選定し、作り込まないࣗ然な
ง囲気の植ܭ࠿ըとしたɻ
なお、防ࡂ事ۀにて外周部のग़火をܯռするԌ感知器
を設置したため、建物周囲には高木を植えないこととし
たɻ倒木やࢬの落下により文化ࡒを破損するڪれのある
既存樹木は敷地内での移植を基本とし、移植が೉しいも
のは伐採を行ったɻまた、։ؗ後は多くの来ؗऀが๚れ
ることが見込まれるため、南側のྡ地境քを中৺にプラ

イバシーに配ྀする目తで常྘樹を多く配置したɻ

₂ʵ₄　電気設備工事
₁ɽ防災事業
ᶃग़Ր防ࢭ
ग़火の要Ҽをできる限りͭくらないという防ܭࡂըに
基ͮいて、໷間は旧三笠ホテル΁の電څڙݯをः断する
௿限必要࠷上必要な機器や活用のためにࡂըとし、防ܭ
な機器（ྫྷଂ庫等）のみΤレϕーター・トイレ棟から電
することとしたɻまた、電気・電子システムのڅڙをݯ
雷保ޢとして、分電盤やࣗ火ใ設備・؂視カメラなどの
防ࡂ設備機器等に落雷による過電圧を཈੍するSPD（サ
ーδ保ޢσバイス）を設置したɻ
ᶄՐ災ૣ֮ظ஌ͷͨΊͷ設備
屋内はࣗ動火ࡂใ知設備によるܯռを行うɻ既存の感
知器を更新し、整備後の活用ܭըにあわせて新設も行っ
たɻ煙感知器を主体とし、カフェのਥ๪およびスタッフ
室のϛニΩッチンには೤感知器を設置したɻまた、屋߇
外には์火やྡ地火ࢁ、ࡂ火事からのԆম等、外部での
ग़火をܯռするためにԌ感知器および防൜カメラを設置
したɻड৴機はਝ଎に初期消火にあたれるよう火ൃࡂ生
場所をৄࡉにಛ定可能な3型を採用し、管理棟に主装置、
スタッフ߇室に෭表ࣔ機を設置したɻ
ᶅආ೉用ͷ設備
誘導灯・誘導ඪࣝは、旧三笠ホテル内、Τレϕータ
ー・トイレ棟ともに೚意で設置を行ったɻ消防法上ݸ別
の用్区分がద用されるカフェ・ਥ๪、ϛューδアムシ
ϣップは誘導灯の設置ٛ຿があるが、天井や壁面にو重
な意匠や部材が残っていることから、所׋消防ॺとのڠ
ٞの結Ռ、設置が໔除されたɻ直近の廊下のग़入口近く
に非常用照明を設置するといったଞの設備配置や、部屋
の大きさ等、૯合తな൑断によるものであったɻ

₂ɽ活用事業
ᶃװઢಈྗίϯηϯτ設備
回の整備工事により電力ෛՙの増加が見込まれたたࠓ
め、高圧ड変電設備を新設したɻ配管・配線は保存修理
工事の解体範囲にあわせてルートと施工時期を検౼し、
࣮施したɻまた、旧三笠ホテルはࢦ定管理ऀ੍度を利用
してຽ間΁施設管理をҕୗすることとなったが、施設全
体の管理ऀとカフェ事ऀۀが別になることも૝定された
ため、ҟなる事ऀۀによるӡ用が可能なようにカフェ事
用の分電盤・端子盤を別に設けたɻऀۀ
旧三笠ホテルの各部屋には用్に応͡てコンセント設
備を新設したɻలࣔ室にはコンテンπの見直しに൐い、
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新たなలࣔॄ器やө૾モニターの設置等に必要なコンセ
ントを設置したɻカフェの客室には電気ヒーター用のコ
ンセント、そのଞ、補ॿ照明やઔ風機などの利用を૝定
した༧備コンセントを設けたɻ
ᶄి౮設備
లࣔ室にはలࣔ物を照ࣹするためのライティングダク
トおよびスポットライトを設置したɻ天井にはൽ付きの
木による格天井など、ಛ色のある意匠が残されているࡶ
ため、格ԑを避けて取り付けたɻలࣔ室以外の部屋にͭ
いては、当時のง囲気を来ؗऀに体感してもらうために
既存のペンダントライトのみとしたɻ
既存照明の੍ޚは、バックヤードを除いてΤリアごと
にスタッフ߇室で一ׅして行うが、₂階の客室ᶺ1ûʙ17
の貸室はձ合や写真ࡱӨなど、様々な࢖用目తが૝定さ
れるため、利便性をྀߟしてݸ別のスイッチを設けたɻ
スタッフ߇室のϛニΩッチンにはダウンライトとΩッ
チンライトを設けたɻࣥ຿Τリアは新設のOAフロアに
フロアコンセントを設け、事ऀۀが家具配置にあわせて
タスクライトを設置し、照度を補うܭըとしたɻ
カフェのਥ๪ܭը・設置工事は事ऀۀが行うため、本
工事では࠷௿限必要な器具として手元で入切可能なブラ
ケットライトを用意し、配線は床下までとしたɻ
外灯は、ܰ井୔ொのࣗ然保ޢ対策要ߝの規定により໷
間照明は原ଇې止であることから必要࠷小限の配置とし、
タイマーにより໷間は消灯するものとしたɻ照明器具は
が௿いものを選定し、ྡ地に近いものはย面配ޫとݯޫ
するなど周ล؀境に配ྀしたɻ

₂ʵ₅　機ց設備
₁ɽ防災事業
ᶃग़Ր防ࢭ
旧三笠ホテル内の設備配管のౚ結防止対策には保Թ材
を用い、電気ヒーターを用いないܭըとしたɻ
ᶄॳظফՐ設備
旧三笠ホテルとΤレϕーター・トイレ棟の屋内外にқ
ૢ作性消火栓を新設したɻ消火ポンプ室には、消火ポン
プおよび有ޮ水ྔû0ὗのઐ用貯水槽を整備し、消火栓₄
台で50分間以上の同時์水を可能としたɻྫྷפ地のため、
Τンδン式の消火ポンプを採用したɻ消火配管にはౚ結
防止対策として水ൈきバルブを設け、一部を乾式とする
ことで文化ࡒ建造物内に漏電火ࡂのݥةのある電気ヒー
ターを用いないܭըとしたɻまた、屋内に設置した消火
栓₄台のうち、旧三笠ホテル内΁の設置は₂台とし、残
り₂台をΤレϕーター・トイレ棟に設置することで消火
配管の敷設による文化ࡒ΁のӨڹを཈੍したɻ
屋外に設置した消火栓は外部ग़火時の初期消火の΄か、
近ྡॅ୐火ྛࢁ、ࡂ火ࡂ、敷地内建物の火ࡂ等が生͡た
場合に旧三笠ホテルの壁面΁์水を行うなど、Ԇম防止
を図る用్での࢖用も૝定したɻなお、敷地内にある既
設の水ಓ直結型消火栓及び防火水槽は一部を整備して継
続࢖用できるようにしたɻ
ᶅؾ׵設備
消火ポンプ室の換気設備として、消火ポンプഉ೤用有
圧ઔ（ポンプ࿈動）と一ൠ換気用にഉ気ファンの設置を
行ったɻڅ気はガラリによるࣗ然څ気としたɻ

ਤ6ô2ô12　設備外構ਤ（ॡ工）
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₂ɽ活用事業
ᶃۭௐ設備
長時間スタッフが଺在するスタッフ߇室とカフェ・ਥ
๪には床置形空ྫྷヒートポンプ式パッケーδΤアコンを
設けたɻౙقはؗ内のڅഉ水設備およびྫྷഔ管のౚ結防
止対策として໷間もΤアコンをՔಇさせるため、電ݯの
はΤレϕーター・トイレ棟の分電盤からとしたɻڅڙ
カフェの客੮となる客室ᶺ₁ʙ₄のペリメーターκー
ンおよび、։ؗ中にスタッフが଺在する₁階のロビーと
ϛューδアムシϣップには床置形電気ヒーターを設置し、
ౙقのྫྷえ込みをܰݮするܭըとしたɻ
Τレϕーター・トイレ棟には、₁、₂階のΤレϕータ
ーホールに天井カセット形パッケーδΤアコンを設けたɻ
また、トイレには、水回りのౚ結防止対策として壁掛形
電気ヒーターを設置したɻ
ᶄؾ׵設備
旧三笠ホテル内はカフェの客室と貸室に換気設備を設
けたɻ各室の既存天井換気口に木製ボックスを取り付け
て੍気口とし、西翼・東翼の小屋裏に各₁台ずͭ設置し
たストレートシロッコファンに接続して外部小壁に設け
たഉ気口からഉ気するɻ
ᶅڅഉਫӴੜ設備
旧三笠ホテル内にはカフェ・ਥ๪とスタッフ߇室にڅ
ഉ水設備を設けたɻ電気ヒーターを用いないౚ結防止対
策として、ౙقは毎೔水ൈきを行うこととし、水ൈきが
できない部分のౚ結に備えて໷間もΤアコンをՔಇし、
室内の気Թがණ点下にならないように管理するܭըとし
たɻ水ൈきを༰қに行えるスイッチを設けるなど、管理
ऀの࢖いউ手にも配ྀしたɻ
敷地南西に配置されていた既存トイレ棟および浄化槽
設備は撤去し、旧三笠ホテルと一体తに利用できるよう
再整備したɻݸ室を増設して׬全༸便器化を行った΄か、
多機能トイレにオストメイト対応の設備やおむͭ替えシ
ート、ϕビーチェアを設置したɻஉঁトイレにはそれͧ
れ₁以上のϕビーチェアを設置し、こども用の洗面カウ
ンターも設けたɻ
新設の浄化槽は、活用ܭըに基ͮく用్別面積から処
理対৅人һをࢉ定し、203人槽の合ซ処理浄化槽としたɻ
また、ொ上下水ಓ՝のࢦ導により、水ಓ࢖用のϐーク
時に下ྲྀ域΁Өڹを༩えないよう、ड水槽を消火ポンプ
室ԣに設置したɻ

₂ʵ⚖　లࣔܭը
保存活用ܭըに基ͮき、ࠃ੶を໰わず多くの来ؗऀに
旧三笠ホテルのྺ࢙やՁ஋を޿く఻えることを目తとし、

లࣔコンテンπや設備等を新たに੍作・整備したɻ事ۀ
の一部は活用؀境強化事ۀの一؀として行ったɻ

₁ɽּࡾچϗςϧͷจԽࡒతՁ஋ɺྺ࢙తมભͷ঺հ
明࣏時୅から現୅まで໿120年間のग़来事をまとめた
年表や、移築前の建物໛型、解આө૾等を੍作したɻ
客室ᶺ1ÿでは、๛෋に残る家具類を用いてスイートル
ームの設えを再現した（図6ô2ô13）ɻ同様にロビーにお
いては、既存の家具を来ؗऀが腰掛けられるように修理
して配置し、かͭての॓ധऀと同͡視線で建物をோめら
れるよう工෉したɻ
構造補強鉄骨を設置した客室ᶺ11は、保存修理工事の
ө૾ࢿྉや工事中に見ͭかった古材、調査の成Ռ等によ
り、文化ࡒ保ޢの取り組みを঺հするలࣔ室としたɻ

₂ɽආॵ஍ܰҪ୔ͷ঺հ
客室ᶺ19、20では、外ࠃ人એࢣڭアレΩサンダー・ク
ロフト・シϣーࢣに見いだされて別૳文化が։花し、避
ॵ地としてൃలしたܰ井୔のྺ࢙を当時の別૳配置図を
基にした地形໛型などを用いて঺հしたɻまた、様々な
లࣔに対応できるよう、ϐクチϟーレールを整備したɻ

₃ɽܰҪ୔ʹΏ͔Γͷ͋Δ࡞Ո・ܳज़Ո౳ͷاըలࣔ
客室ᶺ23には、可動式లࣔパネルを整備し、ܰ井୔を
点に活動した作家やܳज़家等の঺հ・లࣔスペースをڌ
設けたɻ

₄ɽԻ੠ΨΠυ
旧三笠ホテルの内外を散策しながら体ݧできるπール
として音੠ガイドを੍作したɻྺ࢙తな変ભや建築物に
ͭいての解આの΄か、ࡱӨスポットを঺հするなど、
様々な角度から旧三笠ホテルをָしめるプログラムとし
たɻまた、外ࠃ人ཱྀ行ऀにも対応できるよう、೔本ޠの
΄か、ӳޠ、中ޠࠃのガイドも੍作したɻ

ਤ6ô2ô13　スイートルームのݱ࠶లࣔ（客室№18）
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ୈ 3અ　ཋ室棟のҨ構

₃ʵ₁　前ఉからൃ見された煉瓦積のҨ構
工事のऴ盤に建物外構の造成工事を進めていたとこΖ、
建物のਖ਼面に煉瓦積みの二基のҨ構がൃ見されたɻ三笠
ホテルが曳家される前に接続していた明࣏û0年ࠒに建設
されたとݴわれるཋ室棟のཋ槽とߟえられるɻग़土した
Ҩ構はコンクリート基礎が別々であるにもؔわらずฒྻ
にฒんでおり、明࣏37年ࠒԬ田時太࿠により作成された
とਪ定される古図面ʰ建築図ʦ₂ʧɦ にࡌܝされている
ཋ室棟のཋ槽の配置とも一கしており、原位置が保たれ
ているものとࢥわれる（ୈ₅ষୈ₅અç図₅ô₅ôû5）ɻ三
笠ホテルの原位置を直接ではないもののࣔࠦする重要な
Ҩ構であるɻ
二基ともコンクリートの基礎の上に煉瓦を積んでཋ槽
を๒஄の形に型取り、ཋ槽としては三基があるɻ仕上の
煉瓦はཋ槽の枠、ఈ面とも白色のᬵༀを仕上面に塗りͭ
けて高Թでমいた煉瓦タイルとし、寸法は22û㎜ʷ106㎜
ʷ56㎜、上下面はとくに঎ඪをࣔす刻印はなく、網目状
に定着面をߥらしていたɻ一方、見え隠れの煉瓦は通常
の੺煉瓦であり、同寸で質の௿い煉瓦を࢖用していたɻ
セメントモルタル目地で෯₄分、段ごとに平と小口の向
きをަޓにかえるイΪリス式に積み、ԁހ部はᎢ型に煉
瓦をはͭり廻していたɻまた、ཋ槽のఈ面には小口を上
面にฒ΂て敷き詰めていたɻ
本事ۀでは旧三笠ホテルが旧位置から曳家をされてい
ることをࣔすو重なҨ構であることから、有ࣝऀから意
見をௌき、事ऀ܎ؔۀとٞڠを行ったɻฮ装路がҨ構に
かからないよう外構ܭըを見直し、Ҩ構は撤去せずにビ
ニールシートで覆った上で埋め໭したɻまた、記࿥とし
て本ใࠂॻに記ड़し、ক来తにެ։が可能になるよう配
ྀしたɻ

ਤ6ô3ô4　ग़土Ҩ構とཋ૧のਪఆ復ݪਤ

ਤ6ô3ô1　建造物とग़土Ҩ構とのҐ置ؔ܎

ਤ6ô3ô2　ग़土しͨ煉瓦Ҩ構　三基のཋ૧とਪఆ͞れる

ਤ6ô3ô3
ত࿨47೥ࠒ（ӪՈ前）の
ཋ室の古ࣸਅ

ʮܰ井୔のۙ୅建ங　ୈ一
報　三笠ホテル　木の࣮　
№₂ʯより
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ୈ ûઅ　σータシート

建築概要
ෑ஍ঢ়گ

敷 地 面 積 ûó293õ32ᶷ

用 ్ 地 域 ୈ一छ௿層ॅډઐ用地域

建ṭ率・༰積率 定建ṭ率ࢦ 30�ʦ20�ʧ˞

定༰積率ࢦ 50�ʦ20�ʧ˞

防 火 地 域 防火ࢦ定なし、法22৚区域

そのଞの地域地区 屋外ࠂ޿物৚ྫ ܰ井୔ொ屋外ࠂ޿物ಛ別規੍地域

長野؍ܠݝ৚ྫ ઙ間ࢁ࿢؍ܠҭ成重点地域（ࢁ地・高原地域）

ܰ井୔ொࣗ然保ޢ対策要ߝ 保養地域

೔ Ө 規 ੍ （ઐ用地域、軒の高さɿ⚗N௒ډୈ一छ௿層ॅ）定ありࢦ

測定面ɿ1õ5N　　ྡ地境ք線からの水平ڑ離　10N以内ɿ₃Iʗ10N௒ɿ₂I

前 面 ಓ 路 ÿõû0N　ொಓᶗô19߸線（法û2৚₂߲ಓ路）

˞ܰ井୔ொのࣗ然保ޢのための土地利用行ҝの手続き等にؔする৚ྫのࣗ然保ޢ対策基४

໛ن・଄ߏ

Τレϕーター・トイレ棟 消火ポンプ室

構造 鉄骨造 鉄筋コンクリート造

階数 ₂ ₁

高高さ࠷ 9õû7N 3õ15N

高軒高さ࠷ ÿõ92N 3õ15N

໘ੵ

単位ɿᶷ

建築物
文化ࡒ（建造物）

合ܭ
ਃ੥建物 既存建物

Τレϕーター・
トイレ棟

消火ポンプ室 管理棟 旧三笠ホテル 渡り廊下

建築面積

各棟小ܭ 1û6õû7 17õ16 2ûõÿû 539õ00 ÿõû0

735õÿ7ਃ੥対৅ 163õ63 ᴷ ᴷ

小 ܭ 1ÿÿõû7 5û7õû0

Ԇ床面積

各棟小ܭ 219õ52 16õÿ0 16õ56 1ó010õ30 17õ67

1ó2ÿ0�ÿ5ਃ੥対৅ 236õ32 ᴷ ᴷ

小 ܭ 252õÿÿ 1ó027�97

Ԇ床面積
˞༰積率ࢉ定用
（E-7ෆࢉ入）

各棟小ܭ 197õ5û 16õÿ0 16õ56 1ó010õ30 17õ67

1ó25ÿ�ÿ7ਃ੥対৅ 21ûõ3û ᴷ ᴷ

小 ܭ 230õ90 1ó027õ97

建ṭ཰・༰ੵ཰

文化ࡒ（建造物）ෆࢉ入 文化ࡒ（建造物）ࢉ入

建　ṭ　率 ûõ39� 17õ1û�

༰　積　率 5õ3ÿ� 29õ33�
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主な仕上げ
ʪΤϨϕʔλʔ・τΠϨ౩ɺ౉Γ࿓Լʫ
֎෦্͛࢓

屋　根 カラーガルバリウム鋼板葺き̓0õû㎜

外　壁 ྆面ガラスણҡネット張りセメントモルタル板
（σラクリート）̓12õ5ʴセメント系下地調整剤
（ファイバーϕースコート）̓₃のうえ௒耐ٱ・
௿Ԛછフッ素樹脂系多意匠性装飾仕上塗材（ϕル
アート'）、防水紙、ࢎܔカルシウム板̓⚘、ਧ
付ロックウール̓50

։口部 アルϛサッシ、スチールサッシ、ステンレスカー
テンウΥール

಺෦্͛࢓

床 ₁階ɿ࣓器質タイル̓⚙
₂階ɿフローリング̓15

壁 P#ç̓12õ5ʴP#ç̓12õ5のうえAEP

天　井 P#ç̓12õ5ʴP#ç̓12õ5のうえAEP

ʪফՐϙϯϓࣨʫ
֎෦্͛࢓

屋　根 コンクリート金᭳ԡさえのうえ塗膜防水

外　壁 コンクリート化粧打ち์しのうえフッ素樹脂塗装

։口部 アルϛサッシ、スチールサッシ

಺෦্͛࢓

床 コンクリート打ち์し�金᭳仕上げ

壁 コンクリート打ち์しのうえガラスクロス張

天　井 コンクリート打ち์しのうえガラスクロス張

ʪ֎ߏʫ

ฮ　装 通路ɿ半たわみฮ装
障がいऀ等用ற車場ɿアスファルトฮ装
建物外周雨落ち部分ɿ玉砂利敷
北側ྡ地廻りଞɿ砂利ಓฮ装

囲　障 ໳൶ɿステンレス建具�フッ素樹脂塗装
໳ญɿコンクリート打ち์しç小ୟき仕上げ、

Ꭲ水剤
フェンスᶃɿメッシュフェンス
フェンスᶄɿ擬木杭ʴワイヤーメッシュ
木ญɿ;A.材下地、ਿ板（乾式注入防腐・防蟻

処理）、木材保ޢ塗ྉ

雨水ഉ
水設備

プラスチック製雨水貯留材、プレΩϟストコンク
リートू水ຟ

ʪ২࠿ʫ

移　植 モϛδ、カπラ

落葉高
中　木

ヤマβクラ、イロハモϛδ、カπラ、コブシ、ア
オダモ、コφラ、アブラチϟン、ϛπバππδ、
ヤマππδ、ダンコウバイ、ドウダンππδ

常྘高
中　木

シラカシ、ιϤΰ、モϛノΩ、イチイ、シϟクφ
ゲ、アオΩ

௿　木
地被類

アセビ、シモπケ、オニヤブιテπ、Ϊボウシ、
フッΩιウ

そのଞ ࣳ張、木角材埋込み

ୈ₆ষͷࣸਅࡱӨ
下記以外　アーΩフΥト　北ౢ　ढ़࣏
図6ô2ô2　　　　　　　　ç੉ඌ　խ೭
図6ô2ôû　　　　　　　　ç高野　ࡊඒ


